
補助金適用処理は会員番号一人ごとに行う。

同僚と2人：　本人（女性被保険者）、同行者（女性被保険者）

【2人中2人が組合員であり補助を適用する場合】

～入力手順～

1人目の画面にて補助人数を入力する。確定処理は行わず、同行会員追加をクリック。

2人目の画面にて、対象者の会員番号を入力し会員情報を確定させる。

補助人数を入力し、 確定処理を押す。

❶1人目（本人）の補助を適用する。

補助適用処理は会員番号ごと1人づつ行うので、

上記、当該組合員番号に対する1人に対し1人の補助を入力する

❷同行会員追加を押す（1人の補助適用入力後、確定を押さずに同行会員を追加する。）

補　助　適　用　手　順

xxxxyyy32100

出版 才女

1人目の

補助画面

当該会員番号に対する補助を入力

確定はしない

2人中1人目の補助適用を行う。2

人の補助対象者のうち当該会員

番号の1名に対し1人を計上する。



❸2人目以降の補助適用処理において、全体の人数の整合性をとる必要があります。

　2人中、2人目の補助適用処理。【同行者：被保険者】区分：大人女性

補助適用処理は会員番号ごと1人づつ行うので、

上記、当該組合員番号に対する1人に対し1人の補助を入力する

最後の補助対象者で確定処理を行います。

下記のように、組合員2名それぞれに対し、補助ポイント　-6,000円がなされていれば、次に進めます

2人中2人目の補助適用を行う。2

人目の画面において、2人目の補

助対象者1名に対し1人を計上す

る。

xxxx432yyy00

会員番号を入力し、

確定を押す

出版 賢女

xxxxyyy43200の方の料金

xxxxyyy32100の方の料金

2人目の

補助画面

代表者本人

確定を押す

クリック

同行者本人

当該会員番号に対す

る補助を入力



利用者情報の続柄を選択する　　

申込代表者は「会員本人」を選択、

同行者の組合員（補助適用者）は

「健保組合員（同行者）」を選択

（組合員である家族や同僚）

同行者の組合員でない家族は、通常の続柄を選択

（子供は一律で「子」）

家族以外の同行者は「知人」を選択

健保組合員（同行者）


